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【地方独立行政法人大牟田市立病院】 （単位：円）

科　　　　　目

資産の部

Ⅰ　固定資産

１　有形固定資産

土地 605,600,000

建物 5,793,420,000

建物減価償却累計額 ▲ 921,421,496 4,871,998,504

工具器具備品 2,234,786,250

工具器具備品減価償却累計額 ▲ 1,229,503,059 1,005,283,191

車両運搬具 18,276,564

車両減価償却累計額 ▲ 8,467,981 9,808,583

建設仮勘定 43,500,000

有形固定資産合計 6,536,190,278

２　無形固定資産

電話加入権 102,000

無形固定資産合計 102,000

３　投資その他の資産

長期貸付金 36,850,000

貸倒引当金（長期貸付金） ▲ 2,640,000 34,210,000

基金 710,000

その他 2,532,702

投資その他の資産合計 37,452,702

固定資産合計 6,573,744,980

Ⅱ　流動資産

現金及び預金 3,038,880,318

医業未収金 1,160,383,957

貸倒引当金（医業未収金） ▲ 40,370,900 1,120,013,057

未収入金 14,962,188

診療材料 41,272,212

前払費用 1,363,862

流動資産合計 4,216,491,637

資産合計 10,790,236,617

金　　　　　額

貸　借　対　照　表
（平成26年3月31日）
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【地方独立行政法人大牟田市立病院】 （単位：円）

科　　　　　目

負債の部

Ⅰ　固定負債

資産見返負債

資産見返運営費負担金 2,684,510

資産見返補助金等 23,611,454

資産見返寄付金 710,000

資産見返物品受贈額 2,043,077 29,049,041

長期借入金 410,272,119

移行前地方債償還債務 5,074,032,821

引当金

退職給付引当金 2,205,137,186

リース債務 40,548,795

固定負債合計 7,759,039,962

Ⅱ　流動負債

一年以内返済予定長期借入金 193,836,257

一年以内返済予定移行前地方債償還債務 488,498,884

リース債務 12,637,940

未払金 517,333,329

未払消費税等 1,345,000

預り金 46,413,971

引当金

賞与引当金 126,525,621

流動負債合計 1,386,591,002

負債合計 9,145,630,964

純資産の部

Ⅰ　資本金

設立団体出資金 100,000,000

資本金合計 100,000,000

Ⅱ　資本剰余金

資本剰余金 1,321,175,012

資本剰余金合計 1,321,175,012

Ⅲ　利益剰余金

長期借入金償還積立金 18,440,793

当期未処分利益 204,989,848

（うち当期総利益） (204,989,848)

利益剰余金合計 223,430,641

純資産合計 1,644,605,653

負債純資産合計 10,790,236,617

貸　借　対　照　表
（平成26年3月31日）

金　　　　　額
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【地方独立行政法人大牟田市立病院】 （単位：円）

科　　　　　目

営業収益

医業収益

入院収益 5,069,619,510

外来収益 1,963,590,626

その他医業収益 129,532,548

保険等査定減                        ▲ 22,791,513 7,139,951,171

運営費負担金収益                      594,693,921

補助金等収益                          16,113,750

資産見返運営費負担金戻入                402,500

資産見返補助金等戻入                1,577,403

資産見返物品受贈額戻入                26,123,391

雑益                5,360,583

営業収益合計 7,784,222,719

営業費用                                

医業費用                              

給与費                              3,402,898,155

材料費                              1,464,825,057

経費                                1,502,972,952

減価償却費                          607,671,938

研究研修費                          30,055,757

たな卸資産減耗費                    27,528 7,008,451,387

一般管理費                            

給与費                              143,160,752

経費                                10,767,744

減価償却費                          9,204,784 163,133,280

営業費用合計                            7,171,584,667

営業利益 612,638,052

営業外収益                              

運営費負担金収益                      177,324,340

患者外給食収益 800

財務収益                              

受取利息 5,234,635 5,234,635

営業外雑収益 44,122,161

営業外収益合計                         226,681,936

営業外費用                              

財務費用                              

移行前地方債利息                  260,734,480

長期借入金利息                  1,884,994 262,619,474

患者外給食材料費 2,289

貸倒引当金繰入額 3,360,000

雑支出 13,360,807

営業外費用合計                         279,342,570

経常利益 559,977,418

臨時利益                                

過年度損益修正益 96,487

保険金収入 528,169 624,656

臨時損失                                

固定資産除却損 6

過年度損益修正損 1,989,282

退職給付会計基準変更時差異の処理額 341,622,130

その他臨時損失                        12,000,808 355,612,226

当期純利益 204,989,848

当期総利益 204,989,848

損　益　計　算　書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

金　　　額
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【地方独立行政法人大牟田市立病院】 （単位：円）

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー

材料の購入による支出 ▲ 1,526,254,365

人件費支出 ▲ 3,549,434,622

医業収入 7,197,626,199

運営費負担金収入 772,018,261

補助金等収入 15,480,750

その他 ▲ 1,482,210,687

小計 1,427,225,536

利息の受取額 5,234,635

利息の支払額 ▲ 262,619,474

業務活動によるキャッシュ・フロー 1,169,840,697

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 ▲ 306,946,847

運営費負担金収入 1,746,499

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 305,200,348

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 ▲ 193,532,681

移行前地方債償還債務の償還による支出 ▲ 505,466,946

リース債務の返済による支出 ▲ 10,046,400

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 709,046,027

Ⅳ　資金増加額(▲は資金減少額) 155,594,322

Ⅴ　資金期首残高 2,883,285,996

Ⅵ　資金期末残高 3,038,880,318

キャッシュ・フロー計算書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）
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【地方独立行政法人大牟田市立病院】 （単位：円）

科　　　　　目

Ⅰ　当期未処分利益 204,989,848

当期総利益 204,989,848

Ⅱ　積立金振替額 18,440,793

長期借入金償還積立金 18,440,793

Ⅲ　利益処分額

積立金 223,430,641

利益の処分に関する書類
（平成26年6月26日）

金　　　額
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【地方独立行政法人大牟田市立病院】 （単位：円）

科　　　　　目

Ⅰ　業務費用

（１）損益計算書上の費用

医業費用 7,008,451,387

一般管理費 163,133,280

営業外費用 279,342,570

臨時損失 355,612,226 7,806,539,463

（２）（控除）自己収入等

医業収益 ▲ 7,139,951,171

雑益 ▲ 5,360,583

営業外収益 ▲ 49,357,596

臨時利益 ▲ 624,656 ▲ 7,195,294,006

業務費用合計 611,245,457

　（うち減価償却充当補助金相当額） (28,103,294)

Ⅱ　引当外退職給付増加見積額 5,800,780

Ⅲ　機会費用

地方公共団体出資等の機会費用 641,654 641,654

Ⅳ　行政サービス実施コスト 617,687,891

行政サービス実施コスト計算書
（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

金　　　額
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付　属　明　細　書

（１）　固定資産の取得及び処分並びに減価償却費の明細

（単位：円）

当期償却額

建物 5,736,320,000 57,100,000 - 5,793,420,000 921,421,496 235,455,220 4,871,998,504

工具器具備品 2,055,321,899 187,380,266 7,915,915 2,234,786,250 1,229,503,059 379,286,236 1,005,283,191

車両運搬具 13,890,974 4,385,590 - 18,276,564 8,467,981 2,135,266 9,808,583

計 7,805,532,873 248,865,856 7,915,915 8,046,482,814 2,159,392,536 616,876,722 5,887,090,278

建物 - - - - - - -

計 - - - - - - -

土地 605,600,000 - - 605,600,000 - - 605,600,000

建設仮勘定 - 43,500,000 - 43,500,000 - - 43,500,000

計 605,600,000 43,500,000 - 649,100,000 - - 649,100,000

土地 605,600,000 - - 605,600,000 - - 605,600,000

建物 5,736,320,000 57,100,000 - 5,793,420,000 921,421,496 235,455,220 4,871,998,504

工具器具備品 2,055,321,899 187,380,266 7,915,915 2,234,786,250 1,229,503,059 379,286,236 1,005,283,191

車両運搬具 13,890,974 4,385,590 - 18,276,564 8,467,981 2,135,266 9,808,583

建設仮勘定 - 43,500,000 - 43,500,000 - - 43,500,000

計 8,411,132,873 292,365,856 7,915,915 8,695,582,814 2,159,392,536 616,876,722 6,536,190,278

電話加入権 102,000 - - 102,000 - - 102,000

計 102,000 - - 102,000 - - 102,000

長期貸付金 29,760,000 12,610,000 5,520,000 36,850,000 - - 36,850,000

基金 - 710,000 - 710,000 - - 710,000

その他 1,777,122 1,251,360 495,780 2,532,702 - - 2,532,702

計 31,537,122 14,571,360 6,015,780 40,092,702 - - 40,092,702

投資その他の資産

差引当期末残高
減価償却累計額

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

有形固定資産
（償却費損益内）

資産の種類

有形固定資産
（償却費損益外）

非償却資産

有形固定資産合計

無形固定資産
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（２）たな卸資産の明細

（単位：円）

当期購入・製造・振替 その他 払出・振替 その他

診療材料 39,951,859 477,053,917 - 475,733,564 - 41,272,212

計 39,951,859 477,053,917 - 475,733,564 - 41,272,212

摘要種類 期首残高
当期増加額 当期減少額

期末残高
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（３）長期貸付金の明細

（単位：円）

回収額 償却額

医学生奨学金貸付 24,000,000 9,600,000 4,800,000 0 28,800,000 (注１)

看護学生奨学金貸付 5,760,000 2,160,000 0 720,000 7,200,000 (注２)

認定看護師資格取得貸付金 0 850,000 0 0 850,000

計 29,760,000 12,610,000 4,800,000 720,000 36,850,000

　（注1）　当期減少額のうち「回収額」は、医学生奨学金貸付規程第９条による返還額です。

　（注２）　当期減少額のうち「償却額」は、看護学生奨学金貸付規程第７条による返還免除額です。

種類 期首残高
当期減少額

期末残高 摘要当期増加額
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（４）長期借入金の明細

（単位：円）

区分 期首残高 当期増加 当期減少 期末残高 平均利率 返済期限 摘要

平成２３年度建設改良資金借入金 689,641,057 - 172,018,951 517,622,106 0.266% 平成29年3月25日

平成２４年度建設改良資金借入金 108,000,000 - 21,513,730 86,486,270 0.200% 平成30年3月25日

計 797,641,057 0 193,532,681 604,108,376
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（５）移行前地方債償還債務の明細

（単位：円）

銘柄 期首残高 当期増加 当期減少 期末残高 利率 償還期限 摘要

資金運用部資金第０４００１号 271,393,815 - 22,138,785 249,255,030 4.400% 平成35年3月25日

資金運用部資金第０５０３０号 1,888,425,798 - 138,997,287 1,749,428,511 4.100% 平成36年3月25日

資金運用部資金第０６００２号 3,763,464,431 - 254,141,009 3,509,323,422 4.650% 平成36年9月25日

資金運用部資金第１６００３号 38,562,184 - 19,175,338 19,386,846 1.100% 平成27年3月1日

九州労働金庫3888146 11,450,000 - 11,450,000 0 1.150% 平成26年3月3日

財政融資資金第２０００１号 24,518,807 - 24,518,807 0 0.600% 平成26年3月1日

福岡銀行401928 24,050,000 - 12,025,000 12,025,000 0.926% 平成27年3月25日

地方公共団体金融機構H21-070-0230-0 46,133,616 - 23,020,720 23,112,896 0.400% 平成27年3月20日

計 6,067,998,651 - 505,466,946 5,562,531,705
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（６）引当金の明細

（単位：円）

目的使用 その他

退職給付引当金 1,836,282,524 520,229,299 151,374,637 0 2,205,137,186

賞与引当金 124,805,427 126,525,621 124,805,427 0 126,525,621

貸倒引当金（医業未収金） 42,719,000 0 2,348,100 0 40,370,900

貸倒引当金（長期貸付金） 0 3,360,000 720,000 0 2,640,000

計 2,003,806,951 650,114,920 279,248,164 0 2,374,673,707

摘要
当期減少額

期首残高 当期増加額区分 期末残高
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（７）資本金及び資本剰余金の明細

（単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘要

大牟田市出資金 100,000,000 - - 100,000,000

計 100,000,000 - - 100,000,000

資本剰余金

無償譲渡等 102,000 - - 102,000

建設改良積立金 362,043,857 212,469,948 - 574,513,805 （注１）

長期借入金償還積立金 514,000,000 232,559,207 - 746,559,207 （注２）

計 876,145,857 445,029,155 - 1,321,175,012

（注１）建設改良積立金の当期増加額は、目的積立金の取り崩しにより取得した固定資産への充当額であります。

（注２）長期借入金償還積立金の当期増加額は、目的積立金の取り崩しにより返済した長期借入金（移行前地方債償還債務を含む）への

　　　　　　　充当額であります。

区分

資本金

資本剰余金
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（８）積立金等の明細及び目的積立金の取り崩しの明細

①積立金及び目的積立金の明細 （単位：円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 摘要

10,094,675 202,375,273 212,469,948 0

0 251,000,000 232,559,207 18,440,793

10,094,675 453,375,273 445,029,155 18,440,793

（注１）当期増加額は、平成24年度の利益の処分による積立であります。

（注２）建設改良積立金の当期減少額は、目的積立金の取り崩しにより取得した固定資産への充当額であります。

（注３）長期借入金償還積立金の当期減少額は、目的積立金の取り崩しにより返済した長期借入金（移行前地方債償還債務を含む）への

        充当額であります。

②目的積立金の取り崩しの明細 （単位：円）

金額

建設改良積立金 212,469,948

長期借入金償還積立金 232,559,207

計 445,029,155

区分

区分

建設改良積立金

長期借入金償還積立金

計

（注１、２、３）

その他

摘要

固定資産の取得による

長期借入金（移行前地方債償還債務を含む）の返済による
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（９）運営費負担金債務及び運営費負担金収益の明細

①運営費負担金債務 （単位：円）

運営費負担金収益 資産見返運営費負担金 資本剰余金 小計

平成２５年度 - 773,764,760 772,018,261 1,746,499 - 773,764,760 -

合計 - 773,764,760 772,018,261 1,746,499 - 773,764,760 -

②運営費負担金収益

業務等区分 平成２５年度負担分 合計

期間進行基準 130,000,000 130,000,000

費用進行基準 642,018,261 642,018,261

合計 772,018,261 772,018,261

負担年度 期首残高 負担金当期負担額
当期振替額

期末残高
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（10）地方公共団体等からの財源措置の明細

①補助金等の明細 （単位：円）

建設仮勘定補助金等 資産見返補助金等 資本剰余金 長期預り補助金等 収益計上

平成25年度臨床研修費等補助金
（医師）（厚生労働省）

5,671,750 - - - - 5,671,750

平成25年度福岡県がん診療連携拠
点病院機能強化事業費補助金

4,260,000 - - - - 4,260,000

平成25年度病院群輪番制運営事業
補助金

1,195,000 - - - - 1,195,000

両立支援助成金（事業所内保育施
設設置・運営等支援助成金）

4,332,000 - - - - 4,332,000

災害対策即応資機材整備事業補助
金

2,695,000 2,040,000 655,000

合計 18,153,750 - 2,040,000 - - 16,113,750

区分 当期交付額 摘要
左の会計処理内訳
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（１１）役員及び職員の給与の明細

（単位：千円、人）

支給額 支給人数 支給額 支給人数

6,000 6 - -

(1,200) (2) (-) (-)

2,617,253 410 151,375 43

(210,647) (129) (2,079) (9)

2,623,253 416 151,375 43

(211,847) (131) (2,079) (9)

（注１） 支給額及び支給人数
非常勤職員については、外数として（　）内に記載しております。
また、支給人数については平均支給人数で記載しております。

（注２） 役員報酬基準及び職員給与基準の概要

（注３） 法定福利費
上記明細には法定福利費は含めておりません。

役員報酬については、「地方独立行政法人大牟田市立病院役員報酬規程」に基づき支給しております。

職員については、「地方独立行政法人大牟田市立病院職員給与規程」及び「地方独立行政法人大牟田市立
病院非常勤職員給与規程」に基づき支給しております。

区分
報酬又は給与 退職給与

役員

職員

合計
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（12）開示すべきセグメント情報

当法人は単一セグメントにより事業を実施しているため、記載を省略しております。
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（13）医業費用及び一般管理費の明細

（単位：円）
科　　目

医業費用                              
　　給与費                              

　　　給料                              1,383,196,354
　　　手当                              604,513,141
　　　賞与                              400,025,634
　　　賞与引当金繰入額                  126,525,621
　　　報酬                              195,104,303
　　　賃金                              10,167,395
　　　退職給付費用                      178,607,169
　　　法定福利費                        504,758,538 3,402,898,155

　　材料費                              
　　　薬品費                            944,083,332
　　　診療材料費                        503,631,278
　　　給食材料費                        140,870
　　　医療消耗備品費                    16,969,577 1,464,825,057

　　経費                                
　　　厚生福利費                        12,353,243
　　　報償費                            126,483
　　　旅費交通費                        1,073,808
　　　職員被服費                        3,991,020
　　　消耗品費                          31,470,446
　　　消耗備品費                        5,750,240
　　　光熱水費                          110,914,663
　　　燃料費                            45,842,675
　　　食糧費                            88,303
　　　印刷製本費                        3,754,129
　　　修繕費                            79,590,962
　　　保険料                            20,924,075
　　　広告料                            2,469,718
　　　賃借料                            32,048,043
　　　通信運搬費                        6,761,463
　　　委託料                            996,279,449
　　　諸会費                            4,311,700
　　　交際費                            303,636
　　　手数料                            2,773,375
　　　租税公課                  1,876,000
　　　雑費                              1,177,412
　　　消費税及び地方消費税              139,092,109 1,502,972,952

　　減価償却費                          
　　　建物減価償却費                    227,071,996
　　　建物付属設備減価償却費 6,832,620
　　　車両減価償却費                    2,135,266
　　　工具器具備品減価償却費        371,632,056 607,671,938

　　研究研修費                          
　　　謝金                              791,699
　　　図書費                            8,647,313
　　　旅費                              14,720,182
　　　研究雑費                          5,896,563 30,055,757

　　たな卸資産減耗費                    27,528 27,528
医業費用合計 7,008,451,387

金　　額
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科　　目
一般管理費                            

　　給与費                              
　　　給料                        69,139,837
　　　手当                        14,473,053
　　　賞与                        19,832,471
　　　役員報酬                    7,200,000
　　　賃金・報酬                  7,453,886
　　　法定福利費                  25,061,505 143,160,752

　　経費                                
　　　厚生福利費                  507,183
　　　旅費交通費                  279,681
　　　消耗品費                    30,623
　　　光熱水費                      755,963
　　　燃料費                      317,463
　　　修繕費 147,345
　　　保険料                      33,090
　　　賃借料                      495,982
　　　通信運搬費                  699,229
　　　委託料                      7,241,717
　　　諸会費                      60,001
　　　手数料                      199,467 10,767,744

　　減価償却費                          
　　　建物減価償却費              1,550,604
　　　工具器具備品減価償却費      7,654,180 9,204,784

一般管理費合計 163,133,280

金　　額
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（14）上記以外の主な資産、負債、費用及び収益の明細

（現金及び預金の内訳） （単位：円）

区分 期末残高 備考

現金 740,555

普通預金 738,139,763

金銭信託 2,300,000,000

合計 3,038,880,318

（医業未収金の内訳） （単位：円）

区分 期末残高 備考

入院未収金 850,115,085

外来未収金 302,444,320

その他 7,824,552

合計 1,160,383,957

（未払金の内訳） （単位：円）

区分 期末残高 備考

給与費 178,586,647

材料費 118,074,833

固定資産購入費 46,692,450

経費その他 173,979,399

合計 517,333,329
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決 算 報 告 書 

 



【地方独立行政法人大牟田市立病院】 （単位：円）

差　　額

（決算額－当初予算額）

収入

営業収益 7,847,385,000 7,764,130,577 ▲ 83,254,423

医業収益 7,233,617,000 7,147,694,306 ▲ 85,922,694 入院患者数の減少による影響

運営費負担金 594,679,000 594,693,921 14,921

その他営業収益 19,089,000 21,742,350 2,653,350

営業外収益 227,062,000 228,785,326 1,723,326

運営費負担金 177,355,000 177,324,340 ▲ 30,660

その他営業外収益 49,707,000 51,460,986 1,753,986

臨時利益 0 624,656 624,656

資本収入 1,747,000 9,296,499 7,549,499

運営費負担金 1,747,000 1,746,499 ▲ 501

長期借入金 0 0 0

その他資本収入 0 7,550,000 7,550,000 補助金、寄付金、奨学金返還分

計 8,076,194,000 8,002,837,058 ▲ 73,356,942

支出

営業費用 6,622,364,000 6,565,642,957 ▲ 56,721,043

医業費用 6,463,713,000 6,411,139,782 ▲ 52,573,218

給与費 3,487,505,000 3,404,092,994 ▲ 83,412,006 医師・看護師の採用予定人数を多く見込んでいたため。

材料費 1,484,893,000 1,539,438,809 54,545,809 薬品・診療材料の使用量の増加。

経費 1,455,115,000 1,436,105,629 ▲ 19,009,371 修繕費が予定より少なく済んだため。

研究研修費 36,200,000 31,502,350 ▲ 4,697,650

一般管理費 158,651,000 154,503,175 ▲ 4,147,825

営業外費用 262,763,000 262,623,741 ▲ 139,259

臨時損失 3,140,000 13,993,991 10,853,991 和解金

資本支出 1,066,489,000 1,002,718,694 ▲ 63,770,306

建設改良費 333,616,000 280,697,687 ▲ 52,918,313 土地購入を見送ったため。

償還金 698,927,000 698,999,627 72,627

その他の資本支出 33,946,000 23,021,380 ▲ 10,924,620

計 7,954,756,000 7,844,979,383 ▲ 109,776,617

121,438,000 157,857,675 36,419,675

（注）損益計算書の計上額と決算額の集計区分等の相違の概要は、以下のとおりであります。

（１）損益計算書において計上されている現金収入を伴わない収益及び現金支出を伴わない費用は含んでおりません。

（２）決算額には、医業費用の経費に消費税及び地方消費税が含まれております。

（３）損益計算書の臨時損失に計上されている退職給付会計基準変更時差異の処理額等は決算額に含んでおりません。

（４）上記数値は消費税等込みの金額を記載しております。

単年度資金収支（収入－支出）

平 成 25 年 度 決 算 報 告 書

区　　　分 当初予算額 決算額 備　　　考



監 査 報 告 書 

 

地方独立行政法人大牟田市立病院 

理 事 長  野 口  和 典  様 

 

私たち監事は、地方独立行政法人法第 13 条第 4 項及び第 34 条第 2 項の規定に基づき、

地方独立行政法人大牟田市立病院の平成 25年 4月 1日から平成 26年 3 月 31 日までの第 4

期事業年度における業務及び会計について監査いたしました。その結果について、以下の

とおり報告いたします。 

 

１ 監査の方法の概要 

私たち監事は、地方独立行政法人大牟田市立病院監事規程に従い、理事会その他重要な

会議に出席するほか、理事等から業務の報告を聴取し、重要な文書を閲覧し、業務及び財

産の状況を調査し、また、財務諸表、事業報告書並びに決算報告書につき検討を加えまし

た。 

理事と法人間の利益相反取引、理事の法人業務以外の金銭上の利益を目的とする業務の

実施、重要な財産の取得、処分及び管理、法令違反行為並びに業務上の事故等に関しては、

上記の監査の方法のほか、必要に応じて理事等から報告を求め、当該事項の状況を詳細に

調査いたしました。 

 

２ 監査の結果 

(1) 事業報告書は、法令等に従い、法人の状況を正しく示しているものと認めます。 

(2) 貸借対照表及び損益計算書は、法令等に従い、法人の財政状態及び運営状況を正し

く示しているものと認めます。 

(3) キャッシュ・フロー計算書は、法令等に従い、各活動区分に従って法人のキャッシ

ュ・フローの状況を正しく示しているものと認めます。 

(4) 利益の処分に関する書類（案）は、法令等に適合し、かつ、法人財産の状況その他

の事情に照らし指摘すべき事項は認められません。 

(5) 行政サービス実施コスト計算書は、法令等に従い、業務運営に係るコストの状況を

発生原因ごとに正しく示しているものと認めます。 

(6) 付属明細書は、記載すべき事項を正しく示しており、指摘すべき事項は認められま

せん。 

(7) 決算報告書は、法令等に従い、予算の区分に従って決算の状況を正しく示している

ものと認めます。 

(8) 理事の業務遂行に関しては、不正の行為又は法令等に違反する重大な事実は認めら

れません。 

なお、理事と法人間の利益相反取引、理事の法人業務以外の金銭上の利益を目的と

する業務の実施、重要な財産の取得、処分及び管理、法令違反行為並びに業務上の事

故等についても理事の義務違反は認められません。 

 

平成２６年６月２６日 

地方独立行政法人大牟田市立病院 

 

監 事  眞 次  義 彦  ㊞ 

 

監 事  中 村   公   ㊞ 
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地方独立行政法人大牟田市立病院事業報告書 

 

「地方独立行政法人大牟田市立病院の概要」 

１．現況 

 

① 法 人 名    地方独立行政法人大牟田市立病院 

 

② 本部の所在地   大牟田市宝坂町２丁目１９番地１ 

 

③ 役員の状況 

（平成２６年３月３１日現在） 

役職名 氏  名 備  考 

理事長 中山 顯兒 院長 

副理事長 野口 和典 副院長 

理事 末吉  晋 副院長 

理事 藤野 隆之 副院長 

理事 田中  守 副院長兼事務局長 

理事 村上 和子 副院長兼看護部長 

監事 永利 新一  

監事 圓佛 英輔  

 

④ 設置・運営する病院  別表のとおり 

 

⑤ 職員数        ４２６人（平成２６年３月３１日現在） 

 

 

２．大牟田市立病院の基本的な目標等 

大牟田市立病院は、急性期医療を担う地域における中核病院として、地域にお

いて必要な質の高い医療を継続して提供していくために、機動性、柔軟性、効率

性を発揮し、公共性及び経済性を両立させ得る健全経営を維持していかなければ

ならない。 

法人の基本理念である「良質で高度な医療を提供し、住民に愛される病院を目

指す」ため、その行動指針は次のとおりである。 

○急性期医療を担う地域における中核病院として、地域医療の水準の維持向上

を図る。 

○地域の他の医療機関で担うことが困難な高度で専門的な医療を提供する。 

○地域医療連携の推進と役割分担により、地域完結型医療の実現に寄与する。 

○医学・医療技術の研修・研さんに努める。 

○健全経営を維持し、安定した経営基盤を構築する。 
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（別表） 

病 院 名 大牟田市立病院 

主な役割及び機

能 

○急性期医療を担う地域における中核病院 

○救急告示病院 

○地域医療支援病院 

○地域がん診療連携拠点病院 

○臨床研修指定病院 

○災害拠点病院 

○日本医療機能評価機構認定病院 

 

所 在 地 
〒836-8567 

大牟田市宝坂町２丁目１９番地１ 

開 設 年 月 日 昭和２５年８月２１日 

許 可 病 床 数 ３５０床 

診 療 科 目 

内科、消化器内科、内視鏡内科、血液内科、腫瘍内科、内分泌・

代謝内科、循環器内科、腎臓内科、外科、消化器外科、血管外

科、腫瘍外科、呼吸器外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、

脳・血管内科、麻酔科、精神科、小児科、皮膚科、泌尿器科、

産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科、放射線

診断科、放射線治療科、病理診断科、救急科 

 

敷 地 面 積 30,183.66 ㎡ 

建 物 規 模 

病棟、診療棟、管理部門     鉄筋コンクリート ７階建 

建築面積   7,931.25 ㎡ 

延床面積   25,174.25 ㎡ 

医師住宅（原山町）１２戸   鉄筋コンクリート ３階建 
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「全体的な状況」 

 

１ 法人の総括と課題 

地方独立行政法人化後４年目となる平成２５年度は、第１期中期目標及び中期

計画の最終年度であり、これまでの３ヵ年で導入した諸制度の定着を図りながら、

中期計画に掲げる目標の達成に向けて策定した年度計画に基づき、各部門が行動

計画書を作成し業務に取組んだ。 

診療面では、がん診療、救急医療、母子医療をはじめ、手術が必要な患者や重

篤な患者の入院治療を中心に医療の提供に努め、急性期を脱し地域の他の医療機

関でも診療が可能な患者については積極的に逆紹介を行うことで、地域の医療機

関との役割分担を進め、地域医療連携の充実に取組んだ。また、大動脈瘤などの

カテーテル治療等に使用する最新の移動型デジタル式Ｘ線透視診断装置の更新

等の設備投資を行い、手術の質の向上を図った。 

地域医療支援病院としては、かかりつけ医制度を推進しスムーズな受診を促す

ために、紹介初診予約制の導入や紹介患者優先診療の取組みを行うなど紹介患者

中心の外来診療へのシフトを図る一方、他の医療機関から紹介を受けた患者につ

いては、適宜診療情報提供書を作成し紹介元に情報提供及び逆紹介を積極的に行

った結果、紹介状持参患者数は前年度比で８５７人多い１０，７２０人となり、

紹介率は６６．４パーセント（前年度比＋５．４ポイント）、逆紹介率は７５．

１パーセント（前年度比＋２．８ポイント）となった。しかしながら、新規入院

患者数については、９～１１月期の落ち込みにより、前年度比で１８７人少ない

６，９７９人となった。 

業務運営面においては、看護師の増員により安定的に７対１入院基本料が算定

できる体制を確保するのと同時に、新人教育やラダー研修の実施などにより看護

の質の向上及び離職防止対策に取組んだ。また、３人夜勤体制の拡大や全病棟に

おける時差出勤の実施に加え、ナースクラークの導入による看護師の事務の軽減

や、ワーク・ライフ・バランスの実現に向け、短時間勤務制度の平成２６年４月

からの導入準備を行うなど、就労環境の改善に向けた取組みを推進した。 

また、公益財団法人日本医療機能評価機構による「病院機能評価」の最新バー

ジョンでの認定更新に取組むことで医療の質の維持向上を図り、平成２６年３月

に最新バージョン（3rdG:Ver.1.0）での認定更新を受けることができた。 

法人化する際の大きな課題の一つであった人事給与制度については、平成２３

年度から導入した新人事給与制度に基づき、職員の能力や業績を適正に評価し人

材育成と職員のモチベーションの維持向上に努めるとともに、人事評価制度の定

着に向けた研修を適宜実施し、制度の適正かつ円滑な運用に努めた。また、平成

２５年度も引き続き、人事評価の結果を年度末の賞与及び平成２６年度の昇給へ

の反映を行った。 

教育研修については、感染管理に関する認定看護師資格を１人が取得したほか、

授業料等の補助を行う認定看護資格取得資金貸付制度により緩和ケアに関する

認定看護師研修に職員１人を派遣した。職務、職責に応じて実施する階層別の研
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修については、経営者層・管理職層・監督職層・一般職層（中堅職員・若手職員・

新人職員）の６つの階層毎に、職務、職責に応じたきめ細かい研修を実施すると

ともに、新規採用職員や昇格者など、初任者層の支援を目的とした研修について

も平成２５年度から実施した。なお、平成２２年度から開始した那覇市立病院と

の交流研修制度についても、看護師２人が１ヵ月間互いの病院で研修に励んだ。 

経営管理については、これまで取組んできたＢＳＣ（バランスト・スコアカー

ド）手法を用いて、中期計画の項目を「人材育成の視点」、「業務取組みの視点」、

「顧客の視点」、「財務の視点」の４つの視点に整理し、これに基づき各部門がそ

れぞれ行動計画を作成し、業務改善及び目標達成に向けて取組んだ。 

収益面では、入院については、入院単価が前年度比７２３円増の５０，６４３

円と、初めて５万円を超えたものの、新規入院患者数の減少により、入院収益は

約５０億７,０００万円と前年度より約５,４００万円の減収となった。外来につ

いては、積極的に逆紹介を推進し、外来延患者数は前年度と比べ約１１，０００

人の減少、外来単価は前年度比８４８円増の１２，４１９円、外来収益は約１９

億６，４００万円と前年度並みとなり、医業収益全体では、約７１億４，０００

万円と前年度比約５，４００万円の減収となった。 

費用面では、人件費についてはスタッフの増員により増加、材料費についても

薬品費や診療材料費が増加、経費についても委託職員の増員による委託料等の増

加もあって、医業費用全体では前年度比約１億９，０００万円の増の約７０億８

００万円となり、実質医業収支は前年度比で約２億３，１００万円減の約３，２

００万円のマイナスとなった。 

最終的な純損益については約２億５００万円と、単年度黒字は確保することが

できたものの、医業収益の減収及び医業費用の増から、前年度比で約２億４，８

００万円の減益となった。 

今後は、人口が減少基調にある医療圏の動向や医療費抑制の方向で打ち出され

る医療政策の変化などに注視しながら、高齢化の影響で地域の搬送数が増加して

いる救急搬送患者の積極的な受入れ等により、新規入院患者の維持・確保を図っ

ていく必要がある。また、消費税の引き上げ等の影響により確実に費用面が増加

することから、職員の節減意識の徹底を図り、更なる経営改善に取組んでいく必

要がある。 

 

 

２ 大項目ごとの特記事項 

（１）住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する取組み 

患者本位の医療の実践（重点）については、インフォームド・コンセントの充

実や、相談支援体制の充実を図り、がんに関する相談件数は２０１件となったも

のの、新規入院患者数は６，９７９人となった。外来初診患者数については１２，

３２４人と毎年減少傾向にあるが、紹介状持参患者数については１０，７２０人

と前年度に比べ８５７人の増加となっており、引き続き入院患者や地域の医療機

関からの紹介患者を中心として診療を行っていく方針に沿った取組みができた。 
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高度で専門的な医療の提供については、移動型デジタル式Ｘ線透視診断装置の

更新を行い手術の質の向上を図ったほか、医療スタッフの専門資格の取得を促進

し新たに２２人が専門資格を取得した。手術室における手術件数は、新規入院患

者数は減少したものの２，４８８件と前年度並みの件数は維持することができた。 

がん診療の取組み（重点）については、がん手術件数は前年度と同数の４９５

件となったが、放射線治療（延べ回数）は放射線治療医の１０月からの非常勤化

により４，１７３件に減少した。また、化学療法については２，１１７件実施し

たほか、経口抗がん剤による治療を１,６９２件（うち分子標的薬３３８件）実

施した。地域の医療従事者への研修会の開催については、ＣＰＣ（臨床病理カン

ファランス）、ＣＣＣ（臨床がんカンファランス）や緩和ケア研修会を開催し、

地域のがん診療の水準の向上に努めるとともに、地域がん診療連携拠点病院とし

て認定看護師等のがん治療に係る専門職を配置し、化学療法や放射線治療、緩和

ケア、がん相談の充実を図った。また、がんに関する話題を含め『胆嚢・胆管・

膵臓の病気』と題した市民公開講座を開催し、がん予防の啓発活動に努めたほか、

筑後地区のがん診療連携拠点病院とともにがんサロンを月１回のペースで開催

し、うち３回は地元大牟田地区で開催した。がん連携パスについては、平成２５

年度に新たに９例の運用を開始し、平成２５年度末時点では計２６例のパスの運

用を行った。 

 救急医療の取組みについては、複数の救急患者を同時に受け入れることができ

る、質の高い救急医療を実現するための整備を増改築整備計画に定めた。救急専

門医や虚血性心疾患に対応できる医師の確保については、近隣の大学病院でも人

員が不足している状況にあることから、確保までには至らなかったが、救急救命

士の気管挿管実習や再教育実習の受け入れ、救急隊との症例検討会の開催等を通

じ、地域の救急医療の維持・向上に寄与した。 

地域医療の支援（重点）については、地域医療支援病院として、かかりつけ医

制度を推進しスムーズな受診を促すために、紹介初診予約制の導入や初診に係る

選定療養費の値上げなど、紹介状の持参を推奨する取組みを行うことにより、紹

介率は前年度比で５．４ポイントのアップとなる６６．４パーセントとなり、逆

紹介率についても前年度比２．８ポイントアップの７５．１パーセントとなった。

また、引き続き地域医療支援病院運営委員会を年４回開催し、行政や医師会など

関係機関からの意見も踏まえ、地域医療支援活動の充実を図った。 

地域完結型医療の実現については、８月に地域医療連携懇親会を開催し顔の見

える連携に取組んだほか、脳卒中地域連携パス１４０件、大腿骨地域連携パス３

１件、がん地域連携パス９件のパスの運用を行い地域の医療機関と切れ目のない

医療の提供に努めた。また、地域の医療機関との連携を強化し、逆紹介及び患者

のかかりつけ医制度の推進のため、地域の９８医療機関の情報を登録したデータ

ベースの構築を行ったほか、医療・介護機能再編の方向性を見据えた地域連携機

能の強化を図るため、平成２５年度から新たに、医療ソーシャルワーカーを２人、

看護師を１人、事務職１人をそれぞれ増員し、地域医療連携の体制の強化を図っ

た。 
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このように住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する

取組みについては、年度計画に掲げた目標を概ね順調に達成することができた。 

 

 

（２）業務運営の改善及び効率化に関する取組み 

病院スタッフの確保（重点）については、久留米大学教育関連病院のサマース

クールの実施及び大牟田・荒尾地区の臨床研修病院共同開催の合同研修医カンフ

ァレンス等により、教育関連病院及び地域全体での臨床研修医の確保と定着に取

組み、新たに初期臨床研修医２人を採用した。また、前年度に引き続き看護師の

増員に努め、随時試験により１年間を通じて採用活動に取組み、安定した７対１

看護体制を維持することができたほか、３人夜勤体制の拡大や、全病棟における

時差出勤の実施など、働きやすい職場環境づくりに努めた。また、医学生・看護

学生奨学金貸付制度の利用者のうち、看護学生３人が平成２５年度に入職するこ

ととなったほか、新たに看護学生３人に貸付を開始した。 

研修制度の整備については、職務、職責に応じた階層別の教育研修の充実を図

る点から、平成２５年度から一般職層をさらに新規採用職員、若手職員、中堅職

員の３つの階層に分割し、経営者層・管理職層・監督職層・一般職層（中堅職員・

若手職員・新人職員）の６階層毎の職務、職責に応じたきめ細かい研修を実施す

るとともに、新規採用職員や昇格者など、初任者層の支援を目的とした研修につ

いても実施した。高度で専門的な資格や技能の取得の支援については、感染管理

の認定看護師資格を１人が取得したほか、授業料等の補助を行う認定看護資格取

得資金貸付制度により緩和ケアに関する認定看護師研修に職員１人を派遣した。 

接遇の向上については、新規採用職員研修においてはロールプレイングなどを

中心とした実践的な接遇訓練を実施した。また、管理・監督職を対象に接遇指導

者向けの研修を実施したほか、研修の受講者が自ら講師となって一般職を対象に

ロールプレイングを中心とした研修を実施するなど、５１７人が接遇に関わる院

内研修を受講し、各職場で日常的に接遇を向上できる環境整備に努めた。また、

第三者による医療や患者サービスの質に関する意見の聴取等を行い接遇の改善

等に繋げるために導入した病院モニター会議を年２回開催し、コンシェルジュの

配置やサイン表示の改善など、業務や療養環境の改善に繋がった。 

柔軟で適正な人事給与制度の構築（重点）については、平成２３年度から導入

した病院経営の安定化と職員の努力や成果に報いるための新しい法人独自の人

事給与制度に基づき、職員の能力や業績を適正に評価し人材育成と職員のモチベ

ーションの維持向上に努めるとともに、適宜人事評価制度の一部見直しを行うな

ど、制度の適正かつ円滑な運用に努めた。また、平成２５年度も引き続き人事評

価の結果を３月期の賞与及び平成２６年度の昇給に反映させた。 

病院機能評価の活用については、第三者による専門的かつ学術的見地に基づい

た医療の維持向上を図ることを目的に、公益財団法人日本医療機能評価機構によ

る「病院機能評価」を平成２５年１１月に受審し、平成２６年３月に最新バージ

ョン（3rdG:Ver.1.0）での認定更新を受けることができた。患者サービス及びア
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メニティの向上としては、西３病棟、西４病棟及び西５病棟の病室のカーペット

張替え、老朽化したパティオの床の改修、第２駐車場のスペース拡張を実施した。

また、平成２６年４月からの敷地内完全禁煙の実施に向け、禁煙パトロールや禁

煙に関するサインの設置などの周知活動や、段階的な敷地内禁煙の実施に取組ん

だ。 

このように業務運営の改善及び効率化に関する取組みについては、年度計画に

掲げた目標を概ね順調に達成することができた。 
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「項目別の状況」 

 

第１ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

１ 良質で高度な医療の提供 

（１）患者本位の医療の実践（重点） 

① インフォームド・コンセントの充実 

患者や家族が診療内容を適切に理解し、納得した上で診療方法を選択でき

るように、引き続き手術・検査等における各種説明書及び同意書の充実に努

めると共に、７月に医師向けに開催している緩和ケア研修会では、実践的な

ロールプレイングを踏まえ、患者への説明や告知の仕方についてスキルの向

上に努めた。 

また、医師が患者に病状等の説明を行う際には、できるだけ看護師が同席

できるような環境整備に努め、２，２９６件の病状説明に同席したほか、薬

剤師の２つの病棟への専任配置により、４，５６６件の服薬指導を行った。

臨床検査技師及び診療放射線技師においては、検査の侵襲性について事前に

丁寧な説明を行ったほか、管理栄養士による栄養指導においても患者に分か

りやすく説明を行うなど、多職種がそれぞれの専門性を発揮することで、イ

ンフォームド・コンセントの充実に努めた。 

 

② 相談支援体制の充実 

がん診療連携拠点病院として、がんに関する相談支援体制の充実を目的に、

地域医療連携室の職員２人が、新たにがん相談支援センター相談員基礎研修

会を受講し、がん専門相談員としてのスキルアップに取組んだ。 

 

中期目標で示されている重点項目 

項目 

患者満足度の更なる向上 
 

 

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

がんに関する相談件数 ２００件 ２０１件 ＋１件 

新規入院患者数 ７，３００人 ６，９７９人 △３２１人 

紹介状持参患者数 １１，２００人 １０，７２０人 △４８０人 
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外来初診患者数 １３，０００人 １２，３２４人 △６７６人 

※関連指標について 

中期目標で示されている各項目に関連する取組や指標について掲げている。

以下同じ。 

 

（２）安心安全な医療の提供 

① 医療安全対策の実施 

医療安全管理委員会では、医療安全に関わる院内の各委員会での安全対策

の実施及び進捗状況等の報告を受け情報共有に努めた。また、医療機器安全

管理委員会からの報告を受けて、医療機器の耐震調査結果について協議し、

高額な医療機器の耐震対策を実施した。 

インシデント・アクシデントレポートから転倒・転落の分析及び課題整理

を行い、「転倒・転落アセスメントスコアーシート」の改訂や離床センサー

マット等の転倒・転落対策の徹底を図った結果、転倒・転落に関するインシ

デントの報告件数は前年度比で約７％の減少となった。 

医療安全月間での掲示や経験年数、職種に応じた研修、Ｅ－ラーニングを

使っての研修を実施したほか、「安全標語」の募集を行い、優秀作品の表彰

や掲示を行う等、「医療安全は身近なもの」として、意識啓発の強化に繋げ

た。 

ＰＤＡ端末機を各病棟に１台ずつ増設したほか、職員の個人別にＰＤＡ使

用率を公表することで、ＰＤＡ使用率の向上による職員の医療事故に対する

意識の向上に努めた。また、輸血業務においては期中よりＰＤＡのチェック

機能を強化し、１１月までは月平均１０件程度あった輸血後の副作用報告忘

れが１２月以降は０件となった。なお、ＰＤＡの使用率は、平成２４年度は

８４．８％から、平成２５年度は８７．３％と向上させることができ、端末

の導入以降は注射に関しての患者誤認は無くなった。 

医療メディエーターの養成については、基礎編に７月に１人、３月に２人

が受講し知識の向上に努めた。また、日々患者と接する看護職員に対し、「ク

レーム・苦情対応のポイント」のテーマで研修を行い、トラブル防止に努め

た。  

 

② 院内感染防止策の実施 

病院感染対策委員会、看護部感染対策委員会を毎月定期的に開催し、病院

内における感染症発生状況の報告と感染対策に関する情報の共有を図った。

院内ラウンドについては、感染管理認定看護師により定期的巡回を実施した

ほか、感染対策チームでも毎月２回定期的に行い、感染防止に努めた。薬剤

耐性菌保有者の入院や感染症患者が発生した際は、感染管理認定看護師を主
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体に臨時カンファランスとラウンドを行い、感染拡大を防止した。また、抗

菌薬の使用状況報告を行い、耐性菌出現抑止も考慮し適正使用に努めた。 

４月から感染管理に関する認定看護師を専従で配置し、関連施設との定期

的なカンファランスを実施するなど、感染防止対策加算１及び感染防止対策

地域連携加算の施設基準に沿った院内感染防止対策の強化を図った。 

風疹・麻疹等の全国的な流行に備え、職員への感染を予防し、職員自身が

感染源となることを防止するために、院内で働く全ての職員の抗体検査を実

施し、抗体値が低い職員に対してはワクチン接種を行った。 

全職員を対象とした研修会を年２回（６月、１１月）開催したほか、新人

研修やナースエイド研修、清掃業者等の院内業者への研修等、合計１０回の

研修を実施し、院内で働く職員の感染対策の意識向上を図った。 

サーベイランスの質の向上については、勉強会を実施しながら、新規に透

析関連血流感染サーベイランスを開始したほか、来年度からの人工呼吸器関

連肺炎サーベイランスの開始に向けて、関連部署での定期的な勉強会を実施

して知識及び技術の向上に努めた。 

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

院内研修会の開催数 

（医療安全に関するもの） 
４回 １６回 ＋１２回 

院外研修会への参加回数 

（医療安全に関するもの） 
１０回 １３回 ＋３回 

学会への参加回数 

（医療安全に関するもの） 
３回 ４回 ＋１回 

 

（３）高度で専門的な医療の提供 

① 高度で専門的な医療の充実 

高度医療機器については、大動脈瘤などのカテーテル治療等に使用する最

新の移動型デジタル式Ｘ線透視診断装置を導入し、手術の質の向上を図った。 

医療スタッフの専門資格取得の促進については、医師では専門医・指導医

資格を延べ１９人、研修指導医等の資格を４人が新たに取得した。 

がん診療については、手術、放射線治療、化学療法を効果的に組み合わせ

た集学的治療を行ったほか、内視鏡的粘膜切除術等の高度な治療を行った。

また、脳卒中治療や内視鏡手術等、高度で専門的な医療の提供に努めた。 

内視鏡治療等の充実を図るため、治療室等の拡充整備計画の策定を行った。 

手術室における手術件数は、新規入院患者数は減少したものの前年度並み

の２，４８８件となった。放射線治療数は、放射線治療医の１０月からの非

常勤化により延べ回数が４，１７３件と減少となったが、化学療法件数は入

院が１，１１１件、外来が１,００６件となり、合計２，１１７件実施した。 
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（専門資格取得実績） 

・内科認定医…１人 

・消化器病学会専門医…２人 

・肝臓学会専門医…３人 

・糖尿病学会専門医…１人 

・日本外科学会専門医…１人 

・創傷外科学会専門医…１人 

・日本精神神経学会専門医…１人 

・泌尿器科専門医…１人 

・日本産婦人科学会専門医…１人 

・耳鼻咽喉科専門医…１人 

・消化器病学会指導医…１人 

・日本眼科学会眼科指導医…１人 

・麻酔科標榜医…１人 

・マンモグラフィー読影認定医…２人 

・ＩＣＤ認定医…１人 

・認定心臓超音波検査士…１人 

・認定心電検査技師…１人 

・マンモグラフィー認定技師…１人 

 

② 臨床研究及び治験の推進 

被験者の安全性を確保しながら３件の治験に取組むとともに、新しく計画

した治験については当院のホームページに掲載し周知を行った。また、治療

効果や安全性検証のため１０件の臨床研究についても取組んだ。 

臨床研究や治験を推進し、新しい治療方法等の情報発信にも力を入れるた

めに臨床研究コーディネーターの採用試験を２回実施したものの、合格者の

辞退等により採用には至らなかった。 

 

③ 診療機能の見直し 

急性期医療を担う地域における中核病院として、また有明保健医療圏にお

ける地域医療支援病院として、地域の他の医療機関との診療機能の役割分担

の下、各診療科が手術や高度な治療等、当院の役割である入院治療への特化

に取組み、外来患者の積極的な逆紹介を推進した。 

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

手術件数 

（手術室施行分） 
２，５００件 ２，４８８件 △１２件 
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放射線治療数 

（延べ回数） 
４，５００件 ４，１７３件 △３２７件 

化学療法件数 ２，１００件 ２，１１７件 ＋１７件 

 

（４）法令の遵守 

① 法令・行動規範等の遵守 

新規採用職員に対しては、採用時研修で法令・行動規範等の遵守を中心に

職員倫理についての研修を実施すると共に、医療倫理については、「法律家

のものの考え方 ～医療従事者と法律家の相互理解へ～」をテーマとした顧

問弁護士による研修、また「看護倫理は難しくない」をテーマとした大学教

授による研修をそれぞれ実施し、倫理意識の更なる向上に努めた。なお、倫

理研修会の参加人数は、昨年度を３０人程度上回ったが、目標の３/４程度

に留まったことから、研修会への参加に当たって、より興味・関心を寄せる

テーマや参加時期等について検討していくこととした。また、服務規律と綱

紀粛正については、６月、８月、１２月に院内の電子掲示板等を通じて職員

への周知を図った。特に新規採用職員に対しては、採用時研修で法令・行動

規範等の遵守について徹底を図った。 

 

② 診療情報等の適正管理 

診療録等の個人の診療情報については、適正に管理するとともに、大牟田

市個人情報保護条例及び診療録管理規程に基づき、２４件のカルテ開示に対

応した。 

個人情報保護及び情報公開については、大牟田市個人情報保護条例及び大

牟田市情報公開条例に基づき、７件の情報公開に対応した。 

個人情報及び機密情報の漏えいを防止する観点から、１０月からＵＳＢメ

モリ等の可搬媒体の使用をシステムで制限を行った。 

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

倫理研修会の参加人数 ４００人 ２９６人 △１０４人 

 

２ 診療機能を充実する取組み 

（１）がん診療の取組み（重点） 

がん診療については、最新のＭＲＩや超音波診断装置を用いた診断を充実

するとともに、より侵襲性が低い手術（腹腔鏡下手術）も含め積極的に取組
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み、４９５件のがんに関する手術を行った。またこの他、内視鏡治療を２７

９件、肝動脈塞栓術を１１２件、ラジオ波焼灼治療を２１件実施した。 

放射線治療は放射線治療医の１０月からの非常勤化により４，１７３件に

減少した。また、化学療法については２，１１７件実施したほか、経口抗が

ん剤による治療を１,６９２件（うち分子標的薬３３８件）実施した。 

ＣＰＣ（臨床病理カンファランス）を６回、ＣＣＣ（臨床がんカンファラ

ンス）を４回開催し、地域の医師会員は延べ１４９人、当院の医師は延べ１

９４人、当院のその他の医療従事者が延べ１２１人参加した。７月には放射

線治療及び化学療法に関する研修会を開催した。また、緩和ケアに関する研

修については、５月に医療従事者向けの研修会を開催し、院外より４１人、

当院より３３人が参加したほか、７月には医師向けの緩和ケア研修会を開催

し、医師１２人、コメディカル６人が受講した。 

がんに関する話題を含め『胆嚢・胆管・膵臓の病気』と題した市民公開講

座を開催し、住民に対する普及啓発活動に取組んだ。 

久留米市を拠点に筑後地区の４つのがん診療連携拠点病院が共同で実施し

ているがんサロンについては、１２回開催した。また、地元大牟田地区にお

いても３回がんサロンの開催を行った。 

「地域がん診療連携拠点病院」としての機能向上を図るため、認定看護資

格取得資金貸付制度により緩和ケアの認定看護師コースに職員１人を派遣

した。また、患者へのがんの告知の際には、できるだけがん化学療法の認定

看護師や緩和ケアの認定看護師コースの修了者を中心に看護師の同席に努

め、がん患者のケアの充実を図った。 

がん地域連携パスについては、平成２５年度に新たに９例の運用を開始し、

平成２５年度末時点では計２６例のパスの運用を行った。 

 

中期目標で示されている重点項目 

項目 目標値 

地域がん診療連携拠点病院の 

認定更新 
更新（平成２５年度） 

 

 

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

がん手術件数（前掲の手

術件数のうち数） 
５００件 ４９５件 △５件 

放射線治療数（再掲） ４，５００件 ４，１７３件 △３２７件 
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化学療法件数（再掲） ２，１００件 ２，１１７件 ＋１７件 

 

（２）救急医療の取組み 

救急車搬送患者数は１,６７２人と減少、うち入院治療が必要となった患者

数については１,１５３人と前年度並みとなった。また、当院で対応が困難

な３次救急の症例については、救命救急センター等と連携し、久留米大学病

院に３６件、聖マリア病院に２２件の計５８件の搬送を行った。 

救急機能の充実については、複数の救急患者を同時に受け入れることがで

きる、質の高い救急医療を実現するための整備を増改築整備計画に定めた。

しかしながら、救急専門医や虚血性心疾患に対応できる医師の確保について

は、近隣の大学病院でも人員が不足している状況にあることから、確保には

至らなかった。 

救急病棟の医療機器については、救急患者の処置とスムーズな搬送を目的

に新たにストレッチャーを３台購入したほか、脳外科患者の低体温療法とし

て高･低体温維持装置を購入した。 

大牟田市消防本部救急救命士の気管挿管認定に伴う気管挿管実習を１人受

入れるとともに、救急救命士の技術向上に向けた再教育実習を２人、救急ワ

ークステーション実習を１８人受入れ、救急救命士の再教育に貢献した。ま

た、院内職員や近隣の開業医、消防職員を対象とする救急症例検討会を毎月

１回開催し、延べ５０３人が参加した。 

心停止時の蘇生を適切に行うため、大牟田市内の医療従事者等を対象とす

るＩＣＬＳ（心停止蘇生トレーニング）研修を２回開催し、２４人が受講し

た。 

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

救急車搬送患者数 １，８００人 １，６７２人 △１２８人 

 

（３）母子医療の取組み 

産婦人科医は４人体制を維持することができ、年間の分娩件数は２０７件

（平成２４年度は２４５件）、うちハイリスク分娩は５６件（平成２４年度

は８１件）受入れた。セミオープンシステムについては、平成２３年度から

地域の産婦人科医と連携し安全に分娩を行える体制を整えたものの、利用の

希望が無く運用には至らなかった。 
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助産師外来では、助産師によるエコー検査を含めた妊婦健診の充実や、骨

盤ケア、母乳育児相談、乳房外来、産後２週間健診、１ヵ月健診、アロマ療

法などを行い、妊娠、分娩、産じょくを通したケアの充実を図った。   

地域医師会と共同で行う平日夜間小児輪番制事業に参画し、当院が当番の

日は小児科医が、軽症の患者から入院治療が必要な患者まで対応し、当院以

外の医療機関が当番の日は、当番医療機関からの紹介があった患者について

受入れを行い、入院治療等の必要な医療を提供することで地域の小児医療に

貢献した。 

他の医療機関からの紹介状を持参した小児患者数は入院と外来を合わせ、

１，３６９人（平成２４年度は１,３０８人）となったほか、入院治療が必

要となった小児患者は８７５人（平成２４年度は９３５人）となった。 

 

３ 地域医療連携の取組み 

（１）地域医療の支援（重点） 

① 地域医療の支援 

地域医療支援病院として、かかりつけ医制度を推進しスムーズな受診を促

すために、紹介状の持参について院内放送による周知を行うとともに、１１

月から初診に係る選定療養費について１，０００円（税別）の値上げを行っ

た。また、他の医療機関から紹介を受けた患者については、適宜診療情報提

供書を作成し、紹介元の医療機関に情報提供並びに患者紹介を行ったことに

より、他の医療機関からの紹介患者数の比率（紹介率）は６６．４パーセン

ト（平成２４年度は６１．０パーセント）、他の医療機関への紹介患者数の

比率（逆紹介率）は７５．１パーセント（平成２４年度は７２．３パーセン

ト）となった。 

地域医療支援病院運営委員会を年４回開催し、行政や医師会など関係機関

からの意見も踏まえ、紹介初診予約制の導入など紹介患者に対する医療の提

供や、医療機器の共同利用や受託検査の実施、救急医療提供体制の見直しな

ど、地域医療支援活動の充実を図った。 

地域医療従事者への各種研修会等を開催し、地域と一体となって医療技術

と専門知識の向上を図った。 

当院医師が地域の他医療機関から技術支援の要請を受けた場合には、積極

的に医療機関に出向き、医療技術の提供を行うことで地域医療の支援を行っ

た。また、当院職員を地域の教育機関へ講師として派遣した。 

 

中期目標で示されている重点項目 

項目 目標値 

地域医療支援病院の承認 平成２５年度までの承認 
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紹介率 ４０％以上 

逆紹介率 ６０％以上 

 

（２）地域完結型医療の実現 

① 地域医療機関との役割と機能の分担 

８月に地域連携懇親会を開催し、『大牟田市立病院の役割と今後のあるべ

き姿 ～地域医療支援病院の承認を受けて～ 』と題し、大牟田医師会副会長

を招いてシンポジウムを開催したほか、地域の医療機関より３１０人、当院

の職員７６人の計３８６人が参加し、地域の医療機関同士で顔の見える連携

に取組んだ。また、地域連携パスの運用を行い１８０件（脳卒中１４０件、

がん９件、大腿骨３１件）の実績が上がり、地域の医療機関と切れ目のない

医療の提供に努めた。 

地域医療支援病院運営委員会が所管する事務を補完し地域医療支援病院と

しての機能の充実を図るため地域医療支援推進委員会を９回開催し、紹介初

診予約制の導入や制度の複数診療科への拡大、紹介患者の優先受診など紹介

患者に対する優遇策の検討など、紹介患者の受入体制の整備を行い、地域医

療支援病院としての機能の充実を図った。 

平成２４年１０月から運用を開始した地域医療連携システムについては、

１９の医療機関と電子カルテシステム上で患者情報を共有し、病診連携体制

の充実を図った。 

地域の医療機関と連携し逆紹介及び患者のかかりつけ医制度を推進するた

め、９８の医療機関の情報を登録した情報データベースの構築を行った。 

医療・介護機能再編の方向性を見据えた地域連携機能の強化を図るため、

平成２５年度より新たに、医療ソーシャルワーカーを２人、看護師を１人、

事務職１人をそれぞれ増員し、地域医療連携の体制の強化を図った。 
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第２ 予算、収支計画及び資金計画 

 

中期目標で示されている重点項目 

項目 

単年度収支の黒字を目指す 
 

 

経常収支比率１００パーセント超の堅持 
 

 

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

経常収支比率 １０７．６％ １０７．５％ △０．１％ 

病床利用率 ８０．０％ ７８．４％ △１．６％ 

職員給与費比率 

（対医業収益） 
５０．２％ ４９．７％ △０．５％ 

材料費比率 

（対医業収益） 
１９．６％ ２０．５％ ＋０．９％ 

医業収支比率 １０２．３％ １０１．９％ △０．４％ 

平均在院日数 １２．５日 １２．５日 ±０日 

入院単価 ５０，５００円 ５０，６４３円 ＋１４３円 

外来単価 １１，５００円 １２，４１９円 ＋９１９円 

 



 

18 

１ 予算 

（単位 百万円） 

区 分 予算額 決算額 
差額 

（決算額－予算額） 

収入     

営業収益 ７，８４７ ７，７６４ △８３ 

医業収益 ７，２３４ ７，１４８ △８６ 

運営費負担金収益 ５９５ ５９５ ０ 

その他営業収益 １９ ２２ ３ 

営業外収益 ２２７ ２２９ ２ 

運営費負担金収益 １７７ １７７ ０ 

その他営業外収益 ５０ ５１ ２ 

臨時利益 － １ １ 

資本収入 ２ ９ ８ 

運営費負担金 ２ ２ ０ 

長期借入金 － － － 

その他資本収入 － ８ ８ 

その他の収入 － － － 

 計 ８，０７６ ８，００３ △７３ 

支出    

営業費用 ６，６２２ ６，５６６ △５７ 

医業費用 ６，４６４ ６，４１１ △５３ 

給与費 ３，４８８ ３，４０４ △８３ 

材料費 １，４８５ １，５３９ ５５ 

経費 １，４５５ １，４３６ △１９ 

研究研修費 ３６ ３２ △５ 

一般管理費 １５９ １５５ △４ 

営業外費用 ２６３ ２６３ ０ 

臨時損失 ３ １４ １１ 

資本支出 １，０６６ １，００３ △６４ 

建設改良費 ３３４ ２８１ △５３ 

償還金 ６９９ ６９９ ０ 

その他の資本支出 ３４ ２３ △１１ 

その他の支出 － － － 

 計 ７，９５５ ７，８４５ △１１０ 
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２ 収支計画 

（単位 百万円） 

区 分 計画額 決算額 
差額 

（決算額－計画額） 

収益の部 ８，０９３ ８，０１２ △８１ 

営業収益 ７，８６８ ７，７８４ △８３ 

医業収益 ７，２２６ ７，１４０ △８６ 

運営費負担金収益 ５９５ ５９５ ０ 

補助金等収益 １７ １６ ０ 

資産見返運営費負担金戻入 ０ ０ ０ 

資産見返補助金戻入 ２ ２ ０ 

資産見返物品受贈額戻入 ２６ ２６ ０ 

その他営業収益 ２ ５ ３ 

営業外収益 ２２５ ２２７ ２ 

運営費負担金収益 １７７ １７７ ０ 

その他営業外収益 ４８ ４９ ２ 

臨時利益 － １ １ 

費用の部 ７，８６４ ７，８０７ △５８ 

営業費用 ７，２３４ ７，１７２ △６２ 

医業費用 ７，０６７ ７，００８ △５８ 

給与費 ３，４８６ ３，４０３ △８３ 

材料費 １，４１４ １，４６５ ５１ 

経費 １，５２５ １，５０３ △２２ 

減価償却費 ６０７ ６０８ ０ 

研究研修費 ３４ ３０ △４ 

一般管理費 １６７ １６３ △４ 

営業外費用 ２８６ ２７９ △６ 

臨時損失 ３４５ ３５６ １１ 

純利益 ２２８ ２０５ △２３ 

目的積立金取崩額 － － － 

総利益 ２２８ ２０５ △２３ 
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３ 資金計画 

（単位 百万円） 

区 分 計画額 決算額 
差額 

（決算額－計画額） 

資金収入 １０，９２２ １０，９３７ １５ 

業務活動による収入 ８，０７４ ８，０５２ △２２ 

診療業務による収入 ７，２３４ ７，１９８ △３６ 

運営費負担金による収入 ７７２ ７７２ ０ 

その他の業務活動による収入 ６９ ８３ １４ 

投資活動による収入 ２ ２ ０ 

運営費負担金による収入 ２ ２ ０ 

その他の投資活動による収入 － － － 

財務活動による収入 － － － 

長期借入れによる収入 － － － 

その他の財務活動による収入 － － － 

前年度からの繰越金 ２，８４６ ２，８８３ ３８ 

資金支出 １０，９２２ １０，９３７ １５ 

業務活動による支出 ６，９１０ ６，８８２ △２８ 

給与費支出 ３，６２８ ３，５４９ △７８ 

材料費支出 １，４８５ １，５２６ ４１ 

その他の業務活動による支出 １，７９８ １，８０７ ９ 

投資活動による支出 ３３４ ３０７ △２７ 

有形固定資産の取得による支出 ３３４ ３０７ △２７ 

その他の投資活動による支出 － － － 

財務活動による支出 ７１１ ７０９ △２ 

長期借入金の返済による支出 １９３ １９４ ０ 

移行前地方債償還債務の償還による支出 ５０５ ５０５ ０ 

その他の財務活動による支出 １２ １０ △２ 

次年度への繰越金 ２，９６７ ３，０３９ ７２ 
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第３ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 人材の確保と育成 

（１）病院スタッフの確保（重点） 

① 医師の確保 

久留米大学医学部、同教育関連病院との人事交流については、情報の共有

化を目的とした医療情報（手術件数、医師数他）のデータベース作成等によ

り、さらなる連携の強化に向けた取組に努めた。 

専門医資格は延べ１９人、臨床研修指導医の資格は４人が新たに取得した。 

臨床研修病院として、病院見学や病院実習、研修プログラムの充実に努め、

４月から初期臨床研修医１人を採用したほか、８月からはさらに１人の受入

れを行った。その他、久留米大学教育関連病院のサマースクールの実施及び

大牟田・荒尾地区の臨床研修病院共同開催の合同研修医カンファレンス等に

より、教育関連病院及び地域全体での臨床研修医の確保と定着に取組んだ。 

医学生のクリニカル・クラークシップとして、久留米大学の医学生２人を

受入れた。 

医学生奨学金貸付制度については、医学生４人に貸付を行った。また、平

成２６年度からの貸付に向けて現在奨学生がいない学年に当たる新３年生

と新２年生に絞って追加募集を行ったものの、応募がなく新たな貸付には至

らなかった。また、奨学生の夏期休暇期間には、当院にて実地体験学習を各々

個別に実施した。 

女性医師確保のために院内保育所に関するＰＲを久留米大学に行った。 

また、短時間勤務制度については、仕事と家庭生活の両立を図るための更な

る環境整備を進めていく上で、医師を含む職員全体を対象とした運用上の課

題整理を行い、近隣の公的医療機関の調査を参考にしながら、関係規定の一

部改正等を行い、平成２６年４月からの制度導入へ向けた取組を進めた。 

常勤医師の増減については、４月に消化器内科及び麻酔科で各１人、また

１０月には放射線治療科で１人減員となったものの、７月には呼吸器外科を

新設し１人増員となった。 

 

② 看護師の確保 

安定的な７対１看護体制の確保並びに全病棟３人夜勤体制確立のため、引

き続き中途採用の実施、随時募集、病院見学の実施、新人教育の充実等に取

組み、病院全体で看護職員の確保及び離職防止に努めた。平成２５年度は２

１人の看護職員を確保し２７１人の看護職員数となった。 

適切な人員配置等による就労環境の改善やきめ細やかな研修支援体制の充

実に努めるとともに、平成２５年度に２人夜勤体制が残っていた東５病棟及

び東７病棟については、東７病棟のみを準夜帯勤務を３人体制へ移行した。

また、全病棟における時差出勤の導入を行なうことで、患者ケアの充実によ

る看護の質の向上に向けた取組を行った。 



 

22 

看護学生奨学金貸付制度については、看護学生３人への貸付を行い、全員

が次年度の採用に繋がった。また、平成２６年度からの新たな貸付に向けて

の追加募集を行い、３人の看護学生に対し新たに貸付を行うこととなった。 

（採用試験の実績） 

・正規職員…２回（６月２３日、８月２５日） 

・正規職員（随時）…９回 

・嘱託職員…１回（２月９日） 

・嘱託職員（随時）…７回 

 

③ 医療技術職等の確保 

医療技術職では、４月からリハビリテーション科で３人、臨床工学科で１

人の増員を行い、診療機能を支える体制の強化を図った。また、医療技術職

の人材を確保するために、大学等への試験案内の送付及び学校訪問、ホーム

ページへの掲載、インターネット求人サイト、新聞折込及び市の広報紙への

募集記事の掲載を行ったほか、新たな取組として郵便局へのポスターの掲示

など幅広い広報活動を行い、薬剤師、診療放射線技師、臨床研究コーディネ

ーターについて採用活動を実施した。また、画像診断等の質の向上及び適切

な人員配置による就労環境の向上を図る点から、平成２６年度から診療放射

線技師１人の増員を行うこととした。 

（採用試験の実績） 

・６月２３日…薬剤師 

・７月１３日…診療放射線技師、臨床研究コーディネーター 

・３月１５日…臨床研究コーディネーター 

 

④ 事務部門の専門性の向上 

４月から法人固有の職員を２人（経験者）採用し、病院経営を支える事務

部門の体制強化に努めた。また、経験者を含む新規採用職員については、医

療経営士の資格試験や診療情報管理士等の受験を課すことで、医療経営に関

する専門性の向上を図る仕組みづくりを行い、医療経営士３級認定試験に１

人、診療情報管理士試験に１人が合格した。 

プロパー化計画に基づき、平成２６年度採用者の試験を実施し、適正な職

員の年齢構成等も勘案しながら、４人（経験者３人、新卒１人）の確保を行

った。 

（採用試験の実績） 

・３回（６月３０日、１０月２０日、２月１０日） 

 

（２）研修制度の整備 

① 教育研修制度の整備 

階層別研修については、職務、職責に応じた階層別の教育研修の実施を図

る点から、一般職層を新規採用職員、若手職員、中堅職員の３つの階層に分
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割し、計１１４人が受講した。監督職層、管理職層については研修テーマの

関係から平成２５年度については合同開催とし、年２講（延べ４回）実施、

延べ１２６人が受講した。経営者層については年２講実施し、延べ２４人が

受講した。また、初任者層の支援の充実を図る観点から、平成２５年４月の

昇格者１１人を院外の研修に派遣した。 

高度で専門的な知識や技術の取得を促進するため、院内の研修会や講習会

を研究研修委員会を中心に１０回開催し、延べ１，０７４人が参加した。ま

た、学会をはじめ院外の研修会や講習会等にも積極的に職員を派遣しており、

延べ６０２人が職場報告会等で研修成果の還元を行った。 

 

② 高度で専門的な資格や技能の取得の支援 

専門医や認定看護師、専門技師を始めとした高度で専門的な資格や技能の

取得促進を行った。授業料等の補助を行う認定看護資格取得資金貸付制度に

より、緩和ケアの認定看護師コースに職員１人を派遣したほか、感染管理の

認定看護師資格を１人が取得した。また、平成２２年度から実施している那

覇市立病院との交流研修制度により、当院から２人を１ヵ月間派遣するとと

もに、那覇市立病院より職員２人を受入れた。検査部では、下肢血管エコー

の技術習得のため２ヵ月間、新古賀病院へ職員１人を派遣した。 

（実績） 

・認定看護師（緩和ケア）研修派遣…６月３日～１１月２９日 

・那覇市立病院との交流制度…１０月１日～１０月３１日 

・検査技師の技術習得派遣…１０月１日～１１月３０日 

 

③ 教育・研修の場の提供 

看護学生の実習受入れのほか、中央検査部、中央放射線部、リハビリテー

ション科でも実習生の受入れを行った。また、事務部門においても、大学・

専門学校からの実習生を受入れた。 

（受入れ実績） 

・看護部：２５７人 

・中央検査部：４人 

・中央放射線部：３人 

・リハビリテーション科：４人 

・事務局：８人 

 

（３）接遇の向上 

① 接遇研修等の実施 

新規採用職員研修においてはロールプレイングなどを中心とした実践的な

接遇訓練を実施した。また、管理・監督職を対象に接遇指導者向けの研修を

実施したほか、研修の受講者が自ら講師となって一般職を対象にロールプレ
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イングを中心とした研修を実施するなど、各職場で日常的に接遇を向上でき

る環境整備に努めた。 

接遇週間を年２回（７月、１月）設定し、全職員が接遇ワッペンを付けて

あいさつ運動に取組み接遇の向上に努めたほか、接遇週間に合わせて患者満

足度調査を実施した。  

 

関連指標 

項目 平成２５年度計画 平成２５年度実績 計画との差 

接遇に関する研修会の

参加人数 
４００人 ５１７人 ＋１１７人 

 

２ 効率的、効果的な業務運営の実施 

（１）柔軟で適正な人事給与制度の構築（重点） 

① 職員採用の基準 

基本理念の実現へ向け、専門性を考慮した面接重視の試験を行いながら、

受験生の動向に合わせ採用試験の実施時期を見直すと共に、一部職種におい

ては、新たに集団面接試験を実施し、優秀な職員の確保に努めた。また、採

用試験から合格発表までの期間短縮等を行い、合格者の内定辞退防止に努め

た。 

 

② 柔軟な職員配置 

新規採用に伴う配置については、適材適所及び人材育成の観点による職員

配置に努めた。 

職員の退職及び昇格等に伴う職員配置並びに職員のキャリア形成について

は、目標管理や行動評価に基づく人事評価制度の活用や所属長との面談等を

行い、適材適所及び人材育成を基本とした人事異動を実施し、効率的・効果

的な業務運営に努めた。 

また、障害者雇用促進法に基づき、新たに３人の障害者を雇用し、法定雇

用率の更なる向上に努めた。  

 

③ 教育研修の支援 

人材育成は重要な課題であり、適宜、院内研修、職場内研修及び必要に応

じて出張研修を実施した。また、病院運営に必要な資格取得にかかる経費負

担や認定看護師の資格取得に伴う長期派遣を実施した。職員の教育研修に関

わる研究研修費に関しては予算面での強化を図り、執行額については、平成

２２年度は２０,３００千円、平成２３年度は２４,９８２千円、平成２４年

度は２６,９０２千円、平成２５年度は３０,０５６千円となった。 

階層別研修については、職員の経験年数及び職務役割（職責）に応じた研
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修プログラムに基づき、年間を通じて継続的に実施し、延べ２８５人が受講

した。 

 

④ 新人事給与制度の確立 

職員の能力や業績を適正に評価し、人材育成と職員の働きがいにつながる

人事給与制度の適切な運用に努めた。 

人事評価制度を活用し、職員の能力開発を行うとともに、評価結果を参考

とした効率的な職員研修の実施及び適材適所の配置により、職員のモチベー

ションの醸成を図り、更なる医療サービスの向上に努めた。 

人事評価制度の適正かつ円滑な実施を図るため、計画的な職員研修を実施

した。また、多面評価においては、評価方法の見直し等を行い、制度の充実

に努めた。 

 

⑤ 就労環境の向上 

医師の負担軽減策として、ドクタークラークを柔軟に活用し、退院サマリ

ー作成や診断書作成などにおいて医師の事務作業の負担軽減を図った。また、

看護師の負担軽減策として、１０月から新たにナースクラーク５人の配置を

行い、看護師の事務作業の軽減を図った。 

労働安全の視点から職員ヘのメンタルヘルス研修を実施したほか、時間外

勤務の縮減のため、看護部においては時差出勤等による就業時間の変更を行

うとともに、平成２５年度に２人夜勤体制が残っていた東５病棟及び東７病

棟については、東７病棟のみ準夜帯勤務を３人体制へ移行した。ワーク・ラ

イフ・バランス(ＷＬＢ)の推進については、今年度から日本看護協会のＷＬ

Ｂ推進事業（３ヵ年）に参加し、職場風土調査を行いアクションプランを作

成したほか、次世代推進育成支援対策委員会においては、就労環境や業務改

善について、ＷＬＢの実現に向けた課題整理を行った。また、育児を行う職

員を支援するため、平成２６年４月からの短時間勤務制度導入に向けた規定

等の見直しを行った。 

増改築整備計画に救急機能充実及び内視鏡治療の拡大と合わせ、職員執務

室、休憩室、更衣室、会議室等を盛り込んだ。  

 

⑥ 職員再雇用制度の検討 

高年齢者雇用安定法の趣旨を踏まえ、制度の運用開始を行い定年及び定年

前早期退職予定者へ周知に努めた。 

 

⑦ 派遣職員の段階的なプロパー化 

事務局職員の計画的な法人職員化（プロパー化）を図るため、２人の採用

（経験者）を行い、ノウハウ等の承継に十分配慮し円滑な事務引継ぎに努め

た。 
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（２）院内協働の推進 

① 院内協働の精神に基づいた業務運営 

委託業者の職員を含めた委員会・定例会を１３５回開催したほか、委託業

者を含む当院に勤務する全ての職員を対象に、接遇や感染対策等の院内研修

会への参加を促すなど、院内協働の精神に基づいた業務運営を行った。 

 

（３）病院機能評価の活用 

① 病院機能評価の認定更新 

第三者による専門的かつ学術的見地に基づいた医療の維持向上を図ること

を目的に、公益財団法人日本医療機能評価機構による「病院機能評価」を平

成２５年１１月に受審し、平成２６年３月に最新バージョン（3rdG:Ver.1.0）

での認定更新を受けることができた。 

 

② 業務改善の取組み 

業務改善委員会を１２回開催し、業務の見直しに取組むとともに、院内ラ

ウンドの実施や病院機能評価の最新バージョンに対応した改善活動に取組

んだ。 

病院モニター会議を年２回開催し、第三者による医療や患者サービスの質

に関する意見の聴取と評価を行い、コンシェルジュの配置やサイン表示の改

善など、業務や療養環境の改善に繋げた。 

西３病棟及び西４病棟、西５病棟の病室のカーペット張り替えを実施した

ほか、病室のテレビと冷蔵庫のレンタル契約更新に伴い、テレビ画面を大型

化しＣＳ放送の視聴を可能とするとともに、同料金での視聴時間の延長を行

うことで、患者アメニティの向上に努めた。また、老朽化したパティオの床

改修は、安全性と耐久性が高い床材を使用することで、多目的に活用可能な

スペースとして整備したほか、第２駐車場スペースを拡充し、駐車台数を増

やすことにより、駐車待ち時間短縮による患者サービスの向上を図った。 

患者待ち時間改善については、４月、１０月に待ち時間アンケート調査を

実施し実態把握に努めた。アンケートの調査結果は、診察、検査それぞれの

内容で分析し、今後の更なる待ち時間の短縮へ向け、院内の関係部署へ協力

要請を行った。 

国が進めるがん対策推進基本計画の趣旨に基づき、平成２５年１０月から

は喫煙を入院患者のみに制限する敷地内原則禁煙を実施した。また、平成２

６年４月からの敷地内完全禁煙の実施に向け、禁煙パトロールや禁煙に関す

るサインの設置など周知活動に取組んだ。 

 

関連指標 

項目 平成２０年度実績 平成２５年度実績 
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病院機能評価の認定更新 Ｖｅｒ.５認定（更新） 
３ｒｄＧ：Ｖｅｒ.１.０

認定（更新） 

 

第４ 短期借入金の限度額 

平成２５年度は年度計画で想定された短期借入金を要する資金不足の状

況は発生せず、事業資金は自己資金で賄った。 

 

第５ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときの計画 

該当なし 

 

第６ 剰余金の使途 

平成２５年度は剰余を生じたので、平成２６年度以降、病院施設・設備の

整備・改修、医療機器等の購入、長期借入金の償還、人材確保事業及び人材

育成事業の充実に充てる予定である。 

 

第７ その他 

１ 施設及び設備に関する計画（平成２５年度） 

施設及び設備の内容 決定額 

病院施設・設備の整備 総額  １０６百万円 

医療機器等の整備・更新 総額  １７５百万円 

 

２ その他法人の業務運営に関する特に重要な事項 

（１）災害等への対応（重点） 

災害時のライフライン確保のため、飲料水、自家発電機の稼働時間延長に

必要な冷却水の確保について、地下水の有効活用に向けた検討を行った。 

災害拠点病院の要件に必要な福岡県ＤＭＡＴチーム（医師１人、看護師２

人、事務員２人、合計５人）の認定を受け、ＤＭＡＴチームの備品整備を行

ったほか、災害に備え、水５，３００Ｌ、主食６，３００食、副食５，４０

０食の非常食の災害備蓄整備を行った。 

増改築整備計画に、大規模感染症の発生に備える感染症患者の隔離室の設

置や災害備蓄スペースの確保について定めた。 

福岡県総合防災訓練に参加し、災害時における大牟田市及び関係機関との

連携の強化を図ると共に、院内においては、「多数傷病者の受入れ対応訓練」

や「職員緊急招集訓練」を行い、災害対応技術の向上及び職員の防災意識の

向上を図った。 
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（２）保健医療情報の提供 

「胆のう、胆管、すい臓の病気」、「最近増えている腎臓病」、「食道の

病気いろいろ」をテーマに、市民公開講座を３回開催したほか、患者向け健

康教室として、糖尿病教室、リマンマの会、ストーマの会、脳外科患者教室

を開催し、保健医療情報の普及啓発活動に努めた。また、患者さん向け広報

誌「たからざか」を６回発行するとともに、ホームページや外来総合受付の

電子掲示板等を通じて、保健医療に関する様々な情報発信に努めた。 

（市民公開講座開催実績） 

・「胆のう、胆管、すい臓の病気」…６月２２日開催、参加者７２人 

・「最近増えてる腎臓病」…１１月１６日開催、参加者５２人 

・「食道の病気いろいろ」…３月８日開催、参加者４１人 

（患者向け健康教室開催実績） 

・「糖尿病教室」…通年で全２４クール（１クール８回）実施、参加者延べ８

６８人 

・「リマンマの会」…６月２９日開催、参加者４３人 

・「ストーマの会」…１０月５日開催、参加者７人 

・「脳外科患者教室」…７月３日、１月２９日開催、参加者延べ１１４人 

 


